
資料1
今回改訂の趣旨

• 日本国内で信頼性の確保されたカーボン・オフセットの取組を促進するため、国内でのオフセット取組の状況、オフセッ
トに関連する国際動向やガイドライン策定、文書の分かりやすさ、を考慮して指針・ガイドラインを改訂する。

• 検討会では、以下の観点から改訂方針についてご審議いただく。

① オフセットに関する定義・意義・要件等の修正（考え方や整理方法の根幹部分）

② クレジット種別、算定等の参照資料、認証の仕組み等の最新情報への更新

③ 分かりやすさの改善

• なお、考慮すべき関連動向や時限的な制約を踏まえて現段階で整理・修正が困難な点については、次年度以降の
検討課題として整理する可能性もある。
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指針・ガイドラインの改訂作業スケジュール（予定）
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動向調査

改訂内容の整理

第1次ヒアリング

第1回検討会 第2回検討会 第3回検討会

第2次ヒアリング

基礎情報

ご意見 ご意見
改訂案

ご意見

改訂案

ご意見

改訂案

ご意見

（適宜）追加調査
パブコメ（約2週間）

ご意見

12/27（水） 1月下旬 2月下旬

⚫ 改訂の論点・方針の審議 ⚫ 改訂案の審議 ⚫ 改訂案の承認
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日本国内

国際規格

オフセット指針
第1版（環境省）

2008

オフセット指針
第2版（環境省）

2014改訂

オフセット指針
第3版（環境省）

2021改訂

1 カーボン・オフセットの対象活動から生じる温室効果ガス排出量の算定方法ガイドライン、2011年改訂
2 カーボン・オフセットの取組に係る信頼性構築のための情報提供ガイドライン、2012年改訂
3 特定者間完結型カーボン・オフセットの取組に係る信頼性構築のためのガイドライン

オフセットGL
Ver.1.0（環境省）

2015

算定方法GL1／情報提供GL2

Ver.1.0（環境省）

2008

特定者間GL3／会議・イベントGL4

Ver.1.0（環境省）

2010

統合

オフセットGL
Ver.2.0（環境省）

2021改訂

2005年 自主参加型国内排出量取引制度開始
（～2013年）

2006年 温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度開始

2013年
J-VER制度と国内クレジット制度が統合され、 J-クレジット制
度開始（環境省）

サプライチェーン
排出量算定GL6

Ver.1.0（環境省・経産省）

2012

カーボン・
フットプリントGL

Ver.1.0（経産省、環境省）

2023

2008年 J-VER制度開始（環境省）

2009年 CO認証制度開始
（制度管理者：気候変動対策認証センター）

2011年 CN認証制度開始（環境省）

2006年 ISO14064-1,

-2,-3発行
2007年 ISO14065発行

2011年 GHGプロトコル発行

2018年 ISO14064-1改訂
2019年 ISO14064-3改訂
2020年 ISO14065改訂

2023年 ISO14068-1発行

2012年
CO・CNの両認証制度が統合され、CO制度開始（環境省）

2017年 CO制度を民間主導として引継ぎ

2023年 東京証券取引所がカーボン・クレジット市場を開設

（参考）カーボン・オフセットに係る環境省の関連文書、制度等

4 会議・イベントにおけるカーボン・オフセットの取組のための手引き
5カーボン・オフセットの取組に対する第三者認証機関による認証基準、2011年
6サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン、2023年改訂
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（参考）カーボン・オフセット指針・ガイドラインの策定経緯と目的

4

ガイドライン（Ver.2.0）[2021年改訂]：はじめに

本ガイドラインは、特に実務者の方々がカーボン・オフセット
に取り組む上での実務と手続を中心に説明することを目的と
し、「オフセット指針」に示されている、法規制によらないボラン
タリーなカーボン・オフセット及びカーボン・ニュートラルの取
組について説明しています。なお、本ガイドラインはこれまでに
発行されてきた以下のカーボン・オフセットに関連するガイドライ
ン類を統合・再構築しています。

⚫カーボン・オフセットの対象活動から生じる温室効果ガス排
出量の算定方法ガイドライン（平成20年10月制定、平成
23年4月改訂）

⚫カーボン・オフセットの取組に係る信頼性構築のための情報
提供ガイドライン（平成20年10月制定、平成24年3月改
訂）

⚫特定者間完結型カーボン・オフセットの取組に係る信頼性
構築のためのガイドライン（平成22年6月制定）

⚫会議・イベントにおけるカーボン・オフセットの取組のための手
引き（平成23年4月制定）

指針（第3版）[2021年改訂]：はじめに

環境省では、2008年に、カーボン・オフセットに関する理解
の普及、民間の活力を生かしたカーボン・オフセットの取組
の促進と適切かつ最小限の規範の提示、カーボン・オフセッ
トの取組に対する信頼性の構築及びカーボン・オフセットの
取組を促進する基盤の確立のため、「指針」を策定した。同
指針に沿って、カーボン・オフセットに関連するガイドライン類の
整備、カーボン・オフセットに用いられる温室効果ガス排出削
減・吸収量認証制度の創設、カーボン・オフセット制度の創設、
普及促進母体の設立等、信頼性のあるカーボン・オフセットに
取り組むための基盤が整備され、制度の運用等を通じて
カーボン・オフセットの取組が一定程度定着してきた。

社会状況の変化に対応し、カーボン・オフセットを社会全
体で取り組む仕組みへと発展させるために、国内外での先
進的な取組やこれまで得られてきた知見を基に、改めて国内
における法規制に拠らない取組としてのカーボン・オフセットの
基本的なあり方をまとめ、指針の見直し（注：2013年、
2021年）を行うこととなった。なお、今後も、本指針は国内
外のカーボン・オフセットの取組状況等を踏まえながら、適宜
見直しを行っていく予定である。
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